
 

新潟市のここがすごい！

新潟市には全国に誇る「食や農」のほか、都市と田園・自然が調和・共生している

暮らしやすい環境など、たくさんの魅力や自慢があります。新潟市魅力発見サイト

「ガタプラ」では、新潟暮らしの魅力を多くの人に知ってもらうため、新潟市の自慢

できるポイントをテーマごとに紹介しています。ここでは、その一部を紹介します。

※いずれもサイト掲載当時の情報であり、最新の状況とは異なる場合があります

○食・農

○子育てのしやすさ

○安心・安全

○住宅・住環境

秋には一面黄金色！

田んぼ面積日本一

美味しい料理と田園風景

全国初！特区の規制緩和を
活用した農家レストラン

 

第３章

都市づくりの基本的な考え方（理念）と
目指す都市の姿

本章では、上位計画やこれまでの取組、新潟市を取り巻く状況（現状と課題）

及び都市づくりの視点などを踏まえ、市全域を対象として、長期的な展望を見据

えた「都市づくりの基本的な考え方（理念）」及び「目指す都市の姿」を示しま

す。また、都市計画基本方針が目指す方向性を視覚的に分かりやすく共有するた

め、「都市の将来イメージ」を示します。
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都市づくりの基本的な考え方（理念）

都市づくりの基本的な考え方（理念）について、上位計画やこれまでの取組、新潟市を

取り巻く状況及び都市づくりの視点などを踏まえ、都市全体の観点（全市レベル）から『持

続的に発展する都市』、市民の身近な暮らしを考える地域の観点（地域レベル）から『誰も

が暮らしやすい個性ある地域』、の２つの理念を掲げます。

全市レベル：持続的に発展する都市

地域レベル：誰もが暮らしやすい個性ある地域

●持続的に発展する都市

新潟市が持続的に発展していくためには、市民が誇りと愛着を持ち続けることができる、

新潟市ならではの個性の充実を図ることと、都市経営の視点を持ちながら、本州日本海側

唯一の政令指定都市として、都市の活力の維持・向上と、自然環境との調和・共生を保ち

続けることが必要です。

安心・安全の土台をより強固なものとし、歴史や文化、広大で美しい田園、豊かな自然

などの新潟市の財産を守り育むとともに、国内外と結ばれる都市基盤などを活かし、都市

の活力と魅力を高めることで、日本海側の拠点都市として持続的に発展する都市づくりを

進めます。

●誰もが暮らしやすい個性ある地域

地域が市民生活の基盤として成り立つためには、地域の中で暮らしに必要なサービス機

能が集積・充実していることと、地域の歴史や文化、産業など、それぞれの地域の個性が

住民の暮らしと結び付きながら発揮されていくことが必要です。

それぞれの地域の個性や強みを守り・活かしながら、地域の拠点や日常生活の拠点の機

能の維持・充実、地域間の連携・交流の促進を図るとともに、身近な住環境の安心・安全

や快適性を高めていくことで、誰もが暮らしやすい個性ある地域づくりを進めます。
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目指す都市の姿

都市づくりの基本的な考え方（理念）のもと、新潟市が目指す都市の姿を『市街地と田

園・自然の多様な魅力が人をつなぐ多核連携都市 新潟』とします。

市街地と田園・自然の多様な魅⼒が
人をつなぐ多核連携都市 新潟

新潟市は国際拠点港湾や拠点空港などの国内外と結ばれる都市基盤を有する日本海側の

拠点都市でありながら、広大で美しい田園や海・河川・里山・里潟などの豊かな自然に包

まれ、市街地と田園・自然が調和・共生していることが大きな特徴です。また、歴史や文

化、産業など、市民の力で守り育まれてきた個性と魅力があふれる地域の集合体であり、

多様な暮らし方・働き方ができることも大きな強みの一つとなっています。

国内外と結ばれる都市基盤を有する拠点性と、これまで守り育んできた田園・自然や地

域が持つ多様な魅力や強みを活かし、ビジネスや交流、余暇や活動の場として、また、住

み続けたいまちとして人を惹きつけ、人と人、人と地域がつながり合うことで、様々な環

境変化の中にあっても持続可能で暮らしやすい新潟市の実現を目指します。

目指す都市の姿の構造（多核連携都市）の実現に向けた考え方を次の３つの要素で示し

ます。

① 市街地と田園・自然の共生・共鳴

② 都市・地域の拠点の機能強化

③ 拠点間の連携強化

① 市街地と田園・自然の共生・共鳴

市街地については公共交通と連動した土地利用や低未利用地の活用の促進を図るととも

に、雇用の場の創出や交流人口の拡大など、市全体や区の持続的な発展につながる真に必

要な開発を除き、市街地の拡大をこれまで以上に抑制することで、その規模を適切に維持

します。

また、新潟市の特徴である広大な田園や海・河川・里山・里潟などの自然環境の保全・

賢明な利用に努め、それらを支える田園集落の維持活性化を図ることにより、田園・自然

を市民共通の財産として守り育みます。

そして、市街地と田園・自然が調和し、その恵みや機能を享受し合う関係を深めること

で、お互いの魅力や強みを高め合う、共生・共鳴する関係を将来にわたって維持すること

を目指します。
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